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一
　中央教育審議会による 「審議経過報告」 （平成 18

年 2 月）に よれば，確かな学力 の 育成として 理数教

育の 改善 と同時に ，言葉や体験の重視が うたわれて

い る。こ の ことは報告の 中で 「自然事象につ い ての

体験的な理解を重視する必要が ある」 とい う記載に

も表れ て い る。しか しなが ら，学校現場で は 自然体

験を教科や総合 の 学習に結びつ ける方法が広 く認

知 され て お らず，子 どもたち へ どの よ うに教えるか

につ い て教員が実際に体験 して学ぶ 必要がある。

　体験学習法は，参加者 ・学習者が体験した中か ら

学習すべ き課題 を見つ け，それ を解決 して い く学習

手法で あ り，こ の 手法を用い たプ ロ グラム やプ ロ ジ

ェ ク トは数多く普及 ・紹介 され て い る。

　本ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で はその 中か ら，野生生物なら

びに水を題材とし た環境教育プ ロ グラ ムを紹介 し，

学校現場に おける環魔教育の 実践方法　体験学習法

理科における活用などを体験的に行 う。

H ．プロ ジ ェ ク ト ・ワイ ル ド

　プ ロ ジ ェ ク ト・ワイ ル ド （以下 PW ）は，幼稚園

か ら高校の教員を玄橡 と して開発された，野生生物

を題材 とする環境教育プ ロ グラ ム で ある。気づ きや

理解，管理や保全における人間の役割，価値観の 多

様陸や環境問題の構造とい っ た視点で，野生生物と

自然資源に対 し て 責任ある行動や建設的な活動を

身にっ ける こ とを目的 として い る。様々 な国で導入

され て お り，3 種類の ア クテ ィ ビテ ィ ガイ ドには合

わせて約 200種類の ア クテ ィ ビ テ ィ が含まれ，動物

個体数の増減や捕食 ・被食の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン
， 環

境保全に関するデ ィ
ベ ー トなどがある。

● 日本の 連絡先 ： （財）公園緑地管理財団プ ロ ジ ェ

ク ト・ワ イル ド事務局

IH．プ ロ ジ ェ ク トWET

　プ ロ ジェ ク トWET （以下 WET ）の WET は 「YYater

璽ducation歓 エeache 鳳 教自雨のための水に関する教育

プ ロ ジ ェ ク ト」 の 略で，教育活動によ り水や水資源

に対する認識 ・知識 ・理解を深め責任感を促すこ と

を目標 として開発された， 「水」 に関する教育プ ロ

グラム である。 様々 な国で導入 されてお り，カ リキ

ュ ラム ア ン ドア クテ ィ ビテ ィガイ ドには約 100種類

の ア ク テ ィ ビ テ ィ が含まれ，体内や食品の 水分量の

考察 ， 水環境の 生物数変化 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン，環

境破壊に関するゲーム などがある。

●日本の連絡先 ： （財）河川環境管理財団プ ロ ジ ェ

ク トWET 　JAPAN 事務局

IV．体験学
…
法と講習会

PW ，　WET ともに，ワーク シ ョ ッ プ形式の講習会

で普及 ・展開がはか られ て い る。講習会は体験学習

法をべ 一ス と し，参加者の 体験や活動か ら内容の考

察が行われる。こ のため，プ ロ グラ ム の 内容を学習

活動 とし て行 うだけで なく，実仕会 と関連させ て行

うこ とも可能である。

V ．実践的な利用

　アクテ ィ ビテ ィ は単独で授業に導入 した り，内容

ご とに まとめて テ
ー

マ 設定を して利用 した りな ど，

場所や用途に応 じて編成 ・実施できる。発表者らは，

これま で に理科や総合的な学習 「環境」 ， 「エ ネル

ギ
ー

」，　 「川」 で の 学習における利用を検討し，学

校現場で の授業実践や教員を対象 と した講習会な

どを行 っ て きた。本ワーク シ ョ ッ プ で は，プ ロ グラ

ム の 内容紹介とともに，アクテ ィ ビテ ィ の 理科授業

で の活用法に つ い て実践事例を通 して紹介する。
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